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今
後
の
地
域
農
業
を
考
え
る

　
み
な
さ
ん
は
「
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
と
い

う
取
組
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
取
組
は
、
持
続
可
能
な
中
山
間
地
域
の
営
農
や

集
落
機
能
の
維
持
・
発
展
に
向
け
、
地
域
住
民
が
主
体

と
な
り
２
０
３
０
年
（
令
和
12
年
）
度
を
目
標
と
し
て
、

地
域
の
現
状
や
住
民
の
意
向
把
握
、
活
動
の
中
心
と
な

る
農
業
法
人
等
組
織
の
設
立
な
ど
、
地
域
の
将
来
像
を

新
潟
県
や
市
町
村
・
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
と
一
緒
に
策
定

し
、
実
現
に
向
け
活
動
す
る
も
の
で
す
。
昨
年
か
ら
県

下
全
域
を
対
象
と
し
て
始
ま
り
、
三
条
市
で
は
今
年
の

４
月
か
ら
駒
込
と
名
下
の
２
集
落
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
駒
込
集
落
で
は
、住
民
の
減
少
や
高
齢
化
、若
者
の
農

業
離
れ
に
よ
り
耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
が
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
農
業
用
資
材
や
農
業
機
械
の
高
騰
に
よ
り
個

人
や
家
族
経
営
の
農
業
で
は
集
落
を
維
持
で
き
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。
笹
岡
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

は
じ
め
集
落
の
40
代
の
農
業
者
を
中
心
に
、
農
業
法
人

の
設
立
に
向
け
法
人
形
態
の
検
討
や
農
地
の
現
状
、
住

民
の
意
向
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
法
人
で
の

雇
用
創
出
や
史
跡
等
駒
込
集
落
の
魅
力
を
発
信
し
、
地

域
外
の
人
達
を
呼
び
込
む
等
新
た
な
こ
と
に
取
り
組
み
、

集
落
の
活
性
化
事
業
を
実
現
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
一
方
名
下
集
落
で
は
、
坂
井
農
業
委
員
を
は
じ
め
集

落
の
若
者
や
農
業
者
が
参
加
し
、
国
道
２
８
９
号
（
八

十
里
越
）
開
通
を
機
に
山
間
部
や
遊
休
農
地
を
活
用
し

た
観
光
資
源
の
発
掘
や
活
用
、
集
落
の
世
代
間
交
流
を

目
的
と
し
た
行
事
等
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事

業
に
農
業
法
人
の
有
限
会
社
名
下
や
、
名
下
自
治
会
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け
る
か
の
話
し
合
い
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
農
業
経
営
体
を
中
心
に
様
々
な
事
業
を
展
開

し
、
活
性
化
を
図
る
事
例
は
全
国
で
も
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
２
集
落
の
取
組
が
、
中
山
間
地
域
に
限
ら

ず
、
市
内
各
所
に
広
が
り
三
条
市
の
農
業
の
新
た
な
形

態
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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農 業 へ の 挑 戦農 業 へ の 挑 戦

熊
谷
義
人
　三
条

「
越
後
姫
」
に
情
熱
を
注
い
で

　
10
年
前
に
御
両
親
が
始
め
た
と
い
う

イ
チ
ゴ
栽
培
。
上
須
頃
の
熊
谷
農
園
の

代
表
熊
谷
義
人
さ
ん
は
会

社
を
退
職
後
、
４
年
前
に

御
両
親
か
ら
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
甘
く
旨
み
の
あ
る

「
越
後
姫
」
の
生
産
を
目

指
し
、
い
ろ
い
ろ
な
肥
料

で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ハ
ウ
ス
の
中
は
高
設
栽

培
と
い
う
方
法
で
、
地
面

か
ら
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
程

の
台
の
上
に
苗
が
あ
り
ま

す
が
、
３
月
頃
か
ら
は
株

分
け
の
た
め
に
、
よ
り
高

い
台
の
上
に
上
が
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
小
さ
な
苗

が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
様

子
は
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
と
呼
ば

れ
、
ハ
ウ
ス
の
奥
ま
で
続

く
風
景
は
、
み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
見
ご

た
え
が
あ
る
も
の
で
し

た
。
イ
チ
ゴ
の
栽
培
ハ
ウ

ス
は
５
棟
あ
り
、
収
穫
は

12
月
か
ら
翌
年
の
６
月
頃
ま
で
、
営
業

は
翌
年
の
３
月
か
ら
６
月
頃
ま
で
続
き

ま
す
が
、
最
盛
期
の
４
月
か
ら
６
月
に

は
家
族
４
人
総
出
の
ほ
か
パ
ー
ト
従
業

員
も
お
願
い
し
て
、
一
日
平
均
当
た
り

６
０
０
パ
ッ
ク
程
の
収
穫
が
あ
る
そ
う

で
す
。
５
月
頃
か
ら
は
午
前
中
の
収
穫

で
も
暑
く
な
っ
て
く
る
た
め
、
予
冷
庫

で
一
旦
冷
や
し
て
か
ら
出
荷
す
る
と
の

こ
と
で
す
。
夏
の
間
は
苗
づ
く
り
と
苗

床
の
養
生
に
取
り
組
み
、
10
月
に
は
大

き
く
な
っ
た
苗
を
定
植
し
ま
す
。
年
間

を
通
し
て
温
度
管
理
に
は
一
番
気
を
使

い
、
設
備
投
資
や
肥
料
な
ど
の
調
整
管

理
等
、
イ
チ
ゴ
と
一
言
で
い
っ
て
も
繊

細
な
果
物
で
す
の
で
、
日
々
気
を
抜
け

な
い
作
業
が
続
き
ま
す
が
、
こ
う
し
て

作
ら
れ
た
甘
く
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
「
越
後

姫
」
は
本
当
に
誰
も

が
感
動
す
る
お
い
し

さ
で
す
。

　
販
売
は
、
自
宅
直

売
所
の
ほ
か
に
Ｊ
Ａ

へ
出
荷
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
で
は
市
内

の
洋
菓
子
店
や
カ

フ
ェ
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト

店
か
ら
の
引
き
合
い

も
増
え
、
ま
す
ま
す

将
来
へ
の
展
望
が
開

け
て
き
た
と
の
こ
と

で
、
こ
こ
熊
谷
農
園

の
皆
さ
ん
は
多
忙
な

中
で
も
希
望
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。

�

（
馬
場
）

小
池
秀
一
　栄

育
苗
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
栽
培

　
年
々
水
稲
生
産
農
家
が
減
少
し
、
今

ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
多
く
の
育
苗
ハ

ウ
ス
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
で

あ
る
私
も
現
在
は
、
購
入
し
た
水
稲
苗

を
栽
培
し
て
お
り
、
今
ま
で
使
用
し
て

き
た
育
苗
ハ
ウ
ス
を
利
用
で
き
ず
に
い

ま
し
た
。

　
こ
の
空
き
地
の
有
効
活
用
の
た
め
、

ト
マ
ト
の
栽
培
を
３
年
前
か
ら
始
め
ま

し
た
。
私
は
茅
原
集
落
で
水
稲
１
２
０

ア
ー
ル
を
主
力
と
す
る
他
、
さ
と
い
も
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白
菜
な
ど
を
栽
培
、

販
売
し
て
い
ま
す
。
私
の
母
が
過
去
に

「
う
ち
の
畑
は
ト
マ
ト
が
で
き
な
い
」

と
言
っ
て
い
た
言
葉
が
頭
の
ど
こ
か
に

残
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
育
苗
ハ
ウ

ス
で
栽
培
に
挑
戦
し
て
み
る
作
物
は
ト

マ
ト
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
年
度
は
、
ト
マ
ト
の
種
を
播
き
自

根
で
栽
培
し
ま
し
た
が
、
い
た
る
と
こ

ろ
で
病
気
（
青
枯
病
）
が
発
生
し
、
収

穫
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
２
年
目
は
病
気
に
強
い
台

木
種
も
買
い
、
接
木
も
お
こ
な
い
病
気

に
備
え
ま
し
た
が
、
管
理
が
悪
い
の
か

や
は
り
病
気
が
発
生
し
、
思
っ
た
よ
う

な
結
果
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
収
穫
し
た
実
の
中
に
糖
度
13
度
の
ト

マ
ト
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
成
果
は
出
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
畑
土
を
使
用
せ
ず
プ
ラ
ン

タ
ー
を
使
用
し
畑
と
切
り
離
す
こ
と
で

病
気
対
策
を
行
い
、
よ
り
良
い
成
果
が

出
る
よ
う
に
栽
培
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
土
の
量
・

肥
料
・
水
分
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
何
と
か
収
穫
ま
で
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
未
使
用
の
ハ
ウ
ス
は
、
ビ
ニ
ー
ル
を

張
れ
ば
雨
よ
け
に
な
り
、
使
い
勝
手
の

よ
い
場
所
で
す
。
皆
さ
ん
も
検
討
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
小
池
）

川
村
貴
則
　下
田

「
何
事
も
経
験
」

　
下
田
地
域
の
担
い
手
と
し
て
お
米
の

栽
培
を
行
っ
て
い
る
農
事
組
合
法
人
な

ら
や
ま
の
川
村
貴
則
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
私
は
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
、
コ

ン
バ
イ
ン
等
、
様
々
な
農
業
機
械
で
田

ん
ぼ
の
ぬ
か
る
み
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、

脱
出
作
業
に
時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま
う

事
が
多
々
あ
り
ま
す
。
普
通
な
ら
「
何

や
っ
て
る
ん
だ
」
と
怒
ら
れ
る
と
思
う

の
で
す
が
、「
何
事
も
経
験
だ
。」
と

言
っ
て
く
れ
る
人
ば
か
り
で
す
。
安
心

し
て
失
敗
で
き
る
環
境
だ
か
ら
こ
そ
失

敗
の
経
験
も
前
向
き
な
記
憶
と
し
て
残

り
、
一
度
は
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
場
所

の
近
く
で
も
臆
す
る
こ
と
な
く
作
業
を

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
田
植
え
で
は
嬉
し
い
こ
と
に

私
よ
り
若
い
二
人
が
田
植
え
機
デ

ビ
ュ
ー
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
セ
ン
ス

が
良
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
乗
り
こ
な

す
姿
を
見
て
皆
が
笑
顔
だ
っ
た
の
が
と

て
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
二

人
に
も
安
心
し
て
様
々
な
経
験
を
積
ん

で
い
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
失
敗
し

て
し
ま
っ
て
も
「
何
事
も
経
験
だ
。」

と
鼓
舞
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
川
村
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
、
農

業
の
担
い
手
が
減
少
し
て
い
る
中
、
若

い
方
や
新
規
就
農
者
の
方
に
意
欲
的
に

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

農
業
委
員
と
し
て
積
極
的
に
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
佐
藤
）

発行日　毎週金曜日（月４回）
購読料　月額700円（送料・税込）
申込先　農業委員会事務局
　　　　電話：34-5635　　　　
　　　　�（毎月15日までの申込みで、

翌月から送付いたします。）
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２　「農用地利用集積等促進計画」の策定と公表（第21条・第22条）
　地域計画が公表された区域では、農地に権利設定（所有権移転・利用権設定等の契約）をする場合､ 農
地中間管理事業の推進に関する法律（農地バンク法）に基づき、農地の出し手が農地バンクと、農地バン
クが農地の受け手とそれぞれ契約します。
　その後、市がこれらの契約をまとめ「農用地利用集積等促進計画」として策定・公表します。

令和７年４月から農地の貸し借りの方法が変わります。
ポイント①
令和７年４月から基盤強化法（相
対）による新たな契約はできな
くなり、賃貸借契約の手続は主
に農地中間管理事業（新潟県農
林公社）を利用したものになり
ます。
なお、農地法第３条による賃貸
借契約は引き続き行うことがで
きます。

ポイント②
農地中間管理事業を利用した場
合、毎年手数料がかかり、賃借
料の支払は口座引き落としとな
ります。
また、お米などの現物による支
払はできなくなります。

ポイント③
現在むすんでいる基盤強化法
（相対）による契約は、契約期
間満了まで有効です。

農地中間管理事業を利用していない方で、現在の契約方法を継続されたい場合は、農業
委員会まで御相談ください。

【農地法の主な改正点】
農地取得時の要件を緩和（第３条）
　農地取得時における経営面積の要件が廃止
されました。なお、経営面積以外の要件は引
続き許可判断要件として取り扱います。
　※�「取得」には所有権移転のほか、貸借権
（賃借権・使用貸借権）や使用収益権の
設定が含まれます。

　令和５年４月１日、農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律が施行されました。このうち、農業
経営基盤強化促進法及び農地法の主な改正点について解説します。

【農業経営基盤強化促進法の主な改正点】
１　「地域計画」の策定と公表（第19条）
　⑴�地域計画に定める事項
　地域計画の策定に当たり、市町村は農業の担い手等を含む地域住民、農業委員・農地利用最適化推進委
員、農地中間管理機構（農地バンク）、ＪＡ、土地改良区等で構成する「協議の場」を設け、「地域農業の
将来の在り方」「農業上の利用が行われる農地の区域」「農地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要
な事項」を検討し、次の内容を掲載します。

任意事項

①�鳥獣被害防止対策 ⑥�燃料・資源作物等
②�有機・減農薬・減肥料 ⑦保全管理等
③スマート農業 ⑧農業用施設
④輸出 ⑨その他
⑤果樹等

協議事項
（地域計画の実施に必要な事項）

①農地の集積・集約化の方針
②農地バンクの活用方針
③基盤整備事業への取組方針
④�多様な経営体の確保・育成の取組方針
⑤�ＪＡ等農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

　⑵�目標地図
　地域の住民等が所有（耕作）する農地の現状と今後の意向を確認し、協議の場で検討した内容を踏まえ、
将来の農地の集団化を見据えた「目標地図」を作成します。

　⑶�地域計画公表までのスケジュール（令和５年９月時点）
　　・令和６年１月頃　　　農地利用の意向把握アンケートの実施
　　・令和６年４月頃から　地域計画作成に向けた協議の場の開催
　　・令和６年９月頃　　　目標地図素案の完成
　　・令和７年３月末まで　地域計画（目標地図を含む）の公表

令和５年度法改正のポイント令和５年度法改正のポイント

所
有(

耕
作)

者
別
に

色
塗
り
し
た
地
図

（参考）目標地図作成のための市町村と農業委員会の役割

許可要件

農地を取得する者またはその世帯員等が、取得する農地を
含め全ての農地を効率的に耕作すること

農地を取得する者またはその世帯員等が農業に常時従事す
ること（原則年間150日以上）

周辺地域における農地の利用に支障がないこと

法人の場合は農地所有適格法人であること

４校 ４校
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Ⅰ
　
基
本
方
針

　
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
、

集
落
機
能
や
地
域
経
済
力
の
減
退
、
担

い
手
不
足
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ

る
農
業
生
産
基
盤
の
縮
小
な
ど
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
う
米
需
要
量
の
減
少
、
自

然
災
害
や
円
安
に
よ
る
資
材
の
高
騰
な

ど
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
農
地
を

守
り
担
い
手
を
育
成
す
る
と
い
っ
た
農

業
委
員
会
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
公
平
・
公
正
、
開
か
れ
た
農
業

委
員
会
業
務
の
執
行
に
当
た
る
。

　
ま
た
、「
目
標
地
図
」
の
作
成
、「
地

域
計
画
」
に
向
け
て
、
市
の
農
政
部
局

と
連
携
し
、
地
域
の
話
合
い
に
積
極
的

に
関
わ
る
な
ど
、
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
を
図
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

農
業
・
農
村
現
場
に
密
着
し
た
「
目
に

見
え
る
活
動
」
の
実
践
を
強
化
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
農
業
委
員
会
だ
よ

り
＂
向
日
葵
＂
等
に
よ
り
情
報
発
信
に

努
め
つ
つ
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
農

業
生
産
力
の
増
進
及
び
農
業
経
営
の
合

理
化
を
図
り
、
農
業
者
の
信
頼
と
期
待

に
応
え
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し

て
活
動
す
る
。

Ⅱ
　
事
業
計
画

　
１
　
会
議
関
係

⑴
　
定
例
総
会

⑵
　
臨
時
総
会

⑶
　
調
査
部
会

⑷
　
農
政
対
策
部
会

⑸
　
特
別
調
査
部
会

⑹
　
作
況
調
査
検
討
会

⑺
　
和
解
の
仲
介
委
員
会

　
２
　
研
修
会
・
講
演
会
の
開
催

⑴
　�

農
政
・
消
費
問
題
等
の
講
演

会
を
開
催

⑵
　
委
員
研
修
会
の
実
施

　
３
　
視
察
研
修
関
係

⑴
　�

農
業
委
員
及
び
農
地
最
適
化

推
進
委
員
研
修

⑵
　
１
日
研
修

　
４
　�

的
確
な
農
地
行
政
と
構
造
政
策

の
推
進

　
　�

　
農
地
転
用
な
ど
の
権
限
委
譲
や

転
用
規
制
見
直
し
な
ど
か
ら
一
層

の
慎
重
審
査
を
行
う
。
ま
た
、
農

業
生
産
条
件
を
整
備
し
、
生
産
性

の
高
い
農
業
経
営
の
実
現
や
農
用

地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
適
正

な
農
地
行
政
を
推
進
し
、
農
用
地

の
多
面
的
な
利
活
用
と
併
せ
て
優

良
農
地
確
保
を
図
る
活
動
等
を
次

の
と
お
り
行
う
。

⑴�

　
農
地
の
権
利
移
動
案
件
の
意

見
決
定
に
当
た
っ
て
の
慎
重
審

査
⑵�

　
農
地
転
用
案
件
の
意
見
決
定

に
当
た
っ
て
の
慎
重
審
査

⑶�

　
無
断
転
用
防
止
と
遊
休
農
地

（
耕
作
放
棄
地
）
防
止
・
解
消

に
向
け
た
活
動

⑷�

　
農
地
政
策
見
直
し
に
対
し
て
、

農
地
制
度
の
根
幹
の
維
持
を
求

め
る
活
動

　
５
　
農
政
対
策
の
推
進

⑴�

　
農
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
建

議
、
意
見
公
表
、
要
望
活
動
の

実
施

⑵
　
農
林
関
係
予
算
の
確
保
対
策

⑶�

　
担
い
手
（
法
人
）
確
保
・
育

成
に
向
け
た
取
組

⑷�

　
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
安

全
・
安
心
な
農
業
の
振
興

⑸�

　
地
産
地
消
活
動
及
び
食
農
教

育
の
推
進

⑹�

　
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に

関
す
る
取
組

⑺
　
そ
の
他
必
要
な
取
組

　　
６
　
農
地
銀
行
活
動
事
業
の
充
実

　
　�
　
経
営
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
意

欲
あ
る
農
業
者
の
た
め
、
農
地
銀

行
活
動
事
業
を
よ
り
一
層
充
実
す

る
。
特
に
新
規
の
利
用
権
設
定
の

た
め
の
掘
り
起
こ
し
や
相
談
活
動

を
強
化
す
る
も
の
と
す
る
。

　
７
　
啓
発
活
動
の
充
実

　
　�

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
「
向
日

葵
」
編
集
強
化
な
ど
啓
発
活
動
の

充
実
に
努
め
る
。

　
８
　
農
業
者
年
金
業
務
の
推
進

　
　�

　
農
業
者
年
金
業
務
を
適
正
か
つ

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
加
入
推

進
部
長
を
中
心
と
し
て
、
次
の
事

業
を
行
う
。

⑴�

　
新
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及

と
定
着

⑵�

　
新
農
業
者
年
金
加
入
者
の
拡

大
及
び
目
標
の
達
成

⑶
　
年
金
相
談
活
動
の
充
実

⑷�

　
新
規
受
給
者
を
対
象
と
し
た

研
修
会
の
開
催

　
９
　�

「
全
国
農
業
新
聞
」
等
の
普
及

拡
大

　
　�

　
「
全
国
農
業
新
聞
」
及
び
「
全

国
農
業
図
書
」
の
普
及
拡
大
に
努

め
、
農
業
者
へ
情
報
提
供
活
動
を

推
進
す
る
。

三条市農業委員会事業計画（概要）三条市農業委員会事業計画（概要）令和５年度

詳しくは、三条市農業委員会事務局までお問い合わせください。
電話：0256-34-5635（直通）

４校 ４校
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三
条

市
農

業
委

員
会

編
集

・
発

行
〒

955-8686　
三

条
市

旭
町

二
丁

目
３

番
１

号
電

話（
34）5635（

直
通

）
 FA

X（
33）7250

E
メ

ー
ル

　
nouij@

city.sanjo.niigata.jp
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
https://w

w
w

.city.sanjo.niigata.jp

三条市LINE公式アカウント

友だち募集中
＠sanjo-city

安全情報や暮らしの情報を配信中！

編 集 後 記
　本号の記事にもあるとおり、法律の改正により市町村は地域の農業の将来の在り方や農用地の効率
的・総合的な利用に関する目標等を盛込んだ「地域計画」を再来年３月までに策定することになりま
した。
　この中で農業委員会は、農業者の意向等の情報を勘案して、農業を担う者ごとに利用する農用地等
を示した「目標地図」の素案を作成することが、義務づけられています。
　私たち現委員の任期は来年の４月末までですが、所有者及び耕作者の農地利用についての意向把握、
地区での話し合いなどで農業委員・推進員が活動する場面があり、今後、次期委員も含めて委員の出
番はこれまでより多くなりそうです。
� （島影）

委員長　島影　正幸　　副委員長　馬場　良子　　佐藤　一富　　　　　　　　　　　　　　　
委　員　山倉　広　　山屋　和徳　　小池　秀一　　髙山　弘則　　松下　正樹　　山谷　秀昭

申請書の締切日は毎月10日です

　農地の売買や貸借、転用の許可申請などの締め切りは、毎月10日（10日が休日の場合は直前の市役所開
庁日）となります。

　農地中間管理事業とは、農地中間管理機構（新潟県農林公社）が農業経営のリタイヤ、規模縮小など農
地の受け手を探している農家から農地を借り受け、農業経営の効率化や規模拡大を考えている受け手（担
い手農家等）に貸し付ける制度です。
　令和６年からの農地の貸し借りについて、農地中間管理事業を活用されたい方は、令和５年９月までに
なんかん北営農センターへご相談ください。お手続きが遅れますと、受け手（担い手農家等）の農業用軽
油引取税免税証の交付申請に必要な耕作面積証明に影響がでる可能性があります。

農地中間管理事業の契約手続は９月までに、なんかん北営農センターへ

JAえちご中越　なんかん北営農センター　農政企画課
〒959-1387�加茂市高須町2-7-3　☎0256-47-1499

農地の売買、貸借などの締め切り日
農地法第３条、４条、５条、基盤強化法関係
９月８日㈮　10月10日㈫　11月10日㈮　12月８日㈮　１月10日㈬　２月９日㈮　３月８日㈮
総　会　開　催　日
９月29日㈮　10月31日㈫　11月30日㈭　12月27日㈬　１月31日㈬　２月29日㈭　３月28日㈭

農地パトロール（農地利用状況調査）を実施中です！農地パトロール（農地利用状況調査）を実施中です！
　農業委員会による農地パトロール（農地利用状況調査）を実施しています。農地の利用促進につなげる
ための情報収集を目的に、７月から管内の全農地を対象に、遊休農地はないか（耕作放棄をして農地が荒
れていないか）、農地の違反転用はないか、不法投棄がないか等の調査を実施しています。

４校


